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妊婦･裾婦の尿失禁に対する意識と行動

一妊娠期および産樽1カ月検診時における一

山崎車窓1),宮田久枝2),湯本敦子1),飯沼博朗1)

The consciousnessand behavior of urinary lnCOntinence

with pregnant and puerperalwomen :

During their pre酢lanCy and on one month after delivery.

The purpose of this study was to examine the consciousness and behavior of urinary in-

continence of pregnant and puerperal women.

Results were as follows :

1. Multiparaswith urinary incontinence had shy and dirty senses.

2. Pregnant and puerperal women thought that there were nothing they could do about uri-

nary incontinence in order to have a baby.

3. They consulted with their husband and own mother. and multipuras consulted more often

with doctors than primiparas.

4. There were few that they performed the exercise of pelviC floor musclesinOrder to pre-

vent urinary Incontinence, but women with urinary lnCOntinence did it.

Key Words :

Urinary incontinence (尿失禁), Pregnant women (妊婦), Puerperalwomen (樽婦), Con-

sciousness (意識), Behavior (行動)

はじめに
ど尿失禁の発症が増すことも報告されてい

る3).妊娠中は体重が増加し,腹圧がかかっ

尿失禁は女性に多く, 40歳代から増加する　　た時に尿失禁を起こしやすいが4),一時的な

という報告がある1).また,妊娠･分娩との　　ものと考えられ,むしろ分娩直後は尿閑によ

関連が指摘され1･2),分娩回数が多くなるは　　る排尿障害が問題とされることが多い5･6)と

1 )信州大学医療技術短期大学部看護学科; YAMAZAKI Akie, YUMOTO Athuko, ⅡNUMA Hiroo. °ept. of

Nursing, School of Allied Medical Sciences, Shinshu Univ.

2 )滋賀医科大学医学部看護学科; MIYATA Hisae, Faculty of Nursing, Shiga Univ. of Medical Science.
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いわれている. 1991年から電話相談を行って

いる日本コンチネンス協会によると,相談者

は女性が男性に比べて4倍で,特に40歳代の

経産婦からが多いと報告されている7).妊

娠･分娩に関連した尿失禁は,このように女

性のライフサイクルを通じた尿失禁の問題に

発展する可能性があるのではないかと考え

た.

そこで,妊娠･産樽期の尿失禁の実態と妊

婦･樽婦の尿失禁に対する意識と行動につい

て明らかにする目的で調査した.尿失禁の実

態についてはすでに報告したので8･9),尿失

禁に対する意識と行動について分析し報告す

る.

研究方法

1.調査期間:平成8年8月15日～9月20日.

2.調査対象:調査期間中に長野県下8施設

の外来に受診している妊婦と1カ月検診に訪

れた樽婦.

3.調査方法:質問紙を外来受付で手渡し,

待ち時間に記入してもらい回収した.

4.調査項目:年齢,産科歴,現在の尿失禁

の有無と症状,現在行っている対処,骨盤底

筋体操の実施,尿失禁に対する意識について

記入してもらった.尿失禁に対する意識につ

いては, ｢予想外の出来事だと思う｣, ｢子ど

もを産むために仕方がない｣, ｢不潔｣, ｢恥ず

かしい｣について, ｢全くその通り｣ ｢その通

り｣ ｢どちらでもない｣ ｢違う｣ ｢全く違う｣

の5段階尺度を用いた.

結　果

調査票の回収数1257,回収率96.1%.うち

有効回答は866,有効回答率68.9%.対象者

の内訳は,妊婦は754名87.1%で,分娩後40

日までの樽婦は112名12.9%.妊婦のうち,

初産婦は531名70.4%で,経産婦は223名

29.6%.経産婦は1回経産158名70.9%, 2

回以上65名29.1%であった.対象者の年齢

は, 19歳から46歳,平均29.7歳.

1.妊娠期および産婦期の尿失禁について

初産婦妊娠中(以下初産婦)で｢尿失禁有

り｣は, 531名中157名29.6%であった.メ

方,経産婦妊娠中(以下経産婦)で｢尿失禁

有り｣は, 1回経産婦154名中70名45. 5%, 2

回以上の経産婦61名中31名50.8%で,発症率

に有意差があり,分娩回数が多い程発症率が

高かった.産樽期においては,初回分娩後51

名中8名15.7%, 2回分娩後33名中6名

18.2%, 3回分娩後22名中5名22.7%が｢尿

失禁有り｣で,分娩経験を重ねるほど,発症

率が高い傾向がみられた.

尿失禁の症状については,初産婦は,各期

とも｢腹に力が入った時にもれる｣という腹

圧性尿失禁と思われる症状が約9割を占めて

いた.この傾向は経産婦も同様であった.ま

た産棒期においても腹庄性尿失禁と思われる

症状が最も多かった.

尿失禁の程度は,初産婦では｢ときどき｣

が68名43.3%で最も多かった.経産婦でも,

｢ときどき｣が1回経産33名47.1%, 2回経

産18名58.1%と最も多かった.

尿失禁の対処については,初産婦では,

｢特に何もしていない｣が, 29名18.5%で

あった.経産婦では, 1回経産2名2.9%, 2

回以上の経産2名6.5%であった.対処法で

最も多かったのは,初産婦,経産婦ともに

｢下着を換える｣で,初産婦82名52.2%, 1

回経産52名74.3%, 2回以上の経産で22名

71.0%であった.

2.尿失禁に対する意識について

尿失禁に対する意識についてきいた結果を

｢全くその通り｣ ｢その通り｣を｢その通



妊婦･樽婦の尿失禁に対する意識と行動

表1　予想外な出来事と思う意識

尿失禁 傀伜儻r吋I��(b��剏v 
その通り �,x+�.x,X.�,�*"�ス畳つ 

有り 田rイr�"��42(29.6) �32�#2�"��142(100.0) 

無し ��3ｃC"����140(42.7) 鉄���R�"��328(100.0) 

X2=8･57　p<0･05

名(%)

尿失禁 佝�儻r吋I��(b��剏v 
その通り �,x+�.x,X.�,�*"�}畳つ 

有り 鼎rゴB����28(32.2) ��"��2繧��87(100.0) 

無し �3茶C�綯��38(39.6) ��茶�偵ｒ�96(100.0) 

尿失禁 丼iWr�剏v 
その通り �,x+�.x,X.�,�*"�J藍つ 

有り 湯ゴ"纈��5(29.4) �2��r綯��17(100.0) 

無し �3�イ2����27(37.5) ��B��偵B��72(100.0) 

表2　子どもを生むために仕方がないと思う意識

尿失禁 傀伜儻r吋I��(b��剏v 
その通り �,x+�.x,X.�,�*"�ユ畳つ 

有り ��3�ャ2�2��23(14.7) �2��纈��156(100.0) 

無し �#c2ピb����75(21.7) 唐�"�2��346(100.0) 

尿失禁 佝�儻r吋I��(b��剏v 
その通り �,x+�.x,X.�,�*"�J皇つ 

有り 都2ャ�����14(15.6) �2�2�2��90(100.0) 

無し 都�ツゅ���29(28.1) 釘�2纈��103(100.0) 

尿失禁 �;餮r�剏v 
その通り �,x+�.x,X.�,�*"�ユ邑つ 

有り ��2ャ��2��3(18.8) ��������16(100.0) 

無し 鉄ｃsR�2��15(19.5) 釘コ�"��77(100.0) 

xz=0.89
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表3　不潔だと思う意識

尿失禁 傀伜儻r吋I��(b��剏v 
その通り �,x+�.x,X.�,�*"�ユ藍ヮ 

有り 田BイB繧��44(30.8) �3R�#B絣��143(100.0) 

無し 涛b�3�����133(41.6) 涛��#ゅB��320(100.0) 

X2-9･80　p<0･01

名(%)

尿失禁 佝�儻r吋I��(b��剏v 
その通り �,x+�.x,X.�,�*"�過つ 

有り 鼎rゴ2紕��32(36.4) 湯����"��88(100.0) 

無し �#B�#R����41.(42.7) �3��3"�2��96(100.0) 

X2=20･35　p<0･001

名(%)

尿失禁 僮ｹWr�剏v 
その通り �,x+�.x,X.�,�*"�過つ 

有り 唐�3r絣��5(29.4) 釘�#2絣��17(100.0) 

無し �#R�3b繧��22(32.4) �#��3�纈��68(100.0) 

表4　恥ずかしいと思う意識

尿失禁 傀伜儻r吋I��(b��剏v 
その通り �,x+�.x,X.�,�*"�蟻つ 

有り 鉄B�3r絣��56(38.9) �3B�#2綯��144(100.0) 

無し ���R�3"綯��136(42.2) 塔��#R�"��322(100.0) 

尿失禁 佝�儻r吋I��(b��剏v 
その通り �,x+�.x,X.�,�*"�J畳つ 

有り 鉄�ゴy?�2��25(28.1) ��2��B綯��89(100.0) 

無し �#B�#R�"��43(45.3) �#ｃ#偵R��95(100.0) 

xZ=19･80　p<0･01

尿失禁 册�r�剏v 
その通り �,x+�.x,X.�,�*"�ユ畳つ 

有り 途イ��"��6(35.3) 釘�#2絣��17(100.0) 

無し �3�イB����25(36.8) ��2��偵���68(100.0) 

X2-0･16



妊婦･裾婦の尿失禁に対する意識と行動

り｣群とし, ｢違う｣｢全く違う｣を｢違う｣

群として妊娠中の初産婦と経産婦,裾婦につ

いてX2検定を用いて意識の違いをみた.

尿失禁を｢予想外の出来事｣と思う意識に

ついては,初産婦,経産婦,樽婦ともに｢そ

の通り｣と答えた人の割合が高く,尿失禁の

有無に関わらず尿失禁を予想外の出来事と考

えている人が多かった.しかし,初産婦では

｢予想外の出来事とは違う｣すなわち｢予想

できる出来事｣と考えている人が有意差を

もって多く,意識の違いがみられた(秦

1).

尿失禁を｢子どもを産むために仕方がな

い｣と思う意識については,初産婦,経産

棉,樽婦ともに｢その通り｣と答えた人の割

合が高く,いずれも有意差はみられなかっ

た.ごくわずかな人を除いては尿失禁は子ど

もを産むためには仕方がないことと考えられ

ていた(表2).

尿失禁を｢不潔｣だと思う意識について

は,初産婦,経産婦では尿失禁有りの方が

｢その通り｣と答えた割合が高く,不潔だと

感じている人が多かった.しかし,樽婦では

尿失禁の有無に関わらず意見が分かれてお

り,意識の違いはみられなかった(表3).

さらに尿失禁を｢恥ずかしい｣と思う意識

については,初産婦と棒婦では尿失禁の有無

にかかわらず意識の違いがみられなかった.

しかし,経産婦では,尿失禁有りの方が｢そ

の通り｣と答えた人の割合が有意に高く,恥

ずかしいと思っている人が多かった(衣

4).

3.尿失禁に対する行動

尿失禁を相談したことがあるかどうかと尿

失禁の予防･治療としての骨盤底筋体操の実

施について調査した.

｢尿失禁について相談したことが有る｣の

87

表5　尿失禁が起こったときの相談相手

名(%)

初産婦 佝�儻r�樽婦 

尿失禁有症者 ��Sr�101 ����

相談した人 鼎��#b����36(35.6) 唐イ"����

夫 ��bイB紕��12(35.3) �"���絣��

友人 湯�#R����4(ll.8) ��コ�2��

実母 ��2�3b����15(44.1) 澱�3�綯��

姉妹 釘�ﾂ����5(14.7) ��コ�2��

助産婦 ���"繧��2(5.9) ��コ�2��

医師 �2モ�2��7(20.6) ��コ�2��

(複数回答あり)

は,尿失禁が有りの初産婦41名26.1%,経産

婦36名35.6%,樽婦8名42.1%であった.誰

に相談したかについては,初産婦は｢実母｣

が最も多く,ついで｢夫｣ ｢友人｣であった.

経産婦でも｢実母｣ ｢夫｣の順であるが,つ

いで多かったのは｢医師｣であった.樽婦に

おいては最も多いのが｢実母｣であり,つい

で｢夫｣であった.いずれの場合も相談する

のは実母と夫が多かった(表5).

骨盤底筋体操の実施状況については, ｢週

1-2回している｣, ｢週3回以上｣, ｢毎日し

ている｣を骨盤底筋体操実施群とし, ｢全く

していない｣, ｢以前していたが,今はしてい

ない｣を実施していない群として, X2検定を

用いて検討した(表6).初産婦,経度婦,

裾婦ともに尿失禁の有無にかかわらず,ほと

んどの人が骨盤底筋体操を実施していなかっ

た.実施している人をみると尿失禁有りの方

が割合が高く,初産婦,経産婦ともに有意な

差がみられた.しかし,初産婦に比べて,経

産婦の方が骨盤底筋体操を実施している人の

割合が減少していた.樽婦においても,尿失

禁有りの方が骨盤底筋体操を実施している傾

向がみられたが,実施状況に有意の差はみら

れなかった.
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表6　骨盤底筋体操実施状況

尿失禁 傀伜儻r吋I��(b��佗b�
している �+X,H*(,�*"�

有り �#ｃ�ゅ"��126(81.8) ��SB��������

無し �3bヲ纈��326(90.9) �3c"��������

X2=6･74　p<0･01

名(%)

尿失禁 佝�yWr吋I��(b��佗b�
している �+X,H*(,�*"�

有り ����������89(89.9) 涛茶�������

無し �"��繧��110(98.2) ���"��������

X2-5･31 p<0･05

名(%)

尿失禁 �;餮r�佗b�
している �+X,H*(,�*"�

有り 澱�32�2��12(66.7) ��ｃ�������

無し 免ﾂ��"紕��78(87.6) 塔茶�������

X2-3.48

考　察

一般に排涯に関しては, ｢恥ずかしいこ

と｣ ｢汚いもの｣とする意識が強く,老人の

尿失禁については｢年のせいで仕方がない｣

と考えられていることが積極的な予防や対処

行動につながっていないことが明らかになっ

ている10).本調査における妊娠中の初産婦お

よび経産婦,樽婦の尿失禁に対する意識は,

｢予想外の出来事｣であるが, ｢子どもを生

むためには仕方がない｣というものであっ

た.また経産婦で尿失禁を経験している人

は, ｢不潔｣, ｢恥ずかしい｣という意識が強

いことが明らかになった.多くの妊婦･樽婦

は尿失禁を一時的なことと考え,あきらめて

いることがうかがわれた.これは妊娠期･産

樽期ともに腹庄性尿失禁が多く,程度が軽度

な場合が多いためとも思われた.このような

ことが開通し,尿失禁を相談する相手も実母

や夫が多く,助産婦や医師にはほどんど相談

していない結果につながっていると思われ

る.しかし尿失禁の有症率が高い経産婦では

医師に相談する人が初産婦よりも多く,何ら

かの専門的対応を望む人が増えていると考え

られる.

腹庄性尿失禁に対しては骨盤底筋体操の効

果が明らかにされている11-12).しかし骨盤底

筋を収縮させる方法を習得しないと効果が得

られなかったり,毎日一定の運動を継続しな

ければならないため,生活が多忙になると継

続が困柾になることが問題点としてあげられ

ている.本調査では,骨盤底筋体操を実施し

ていた人は少なかったが,実施していた人は

尿失禁有症者が多かった.これは予防という

よりも尿失禁があるためにその症状を軽減す

るために行っていると考えられる.経産婦は

初産婦よりも骨盤底筋体操を実施している人

が減少していた.経産婦は育児などで初産婦

よりも時間的余裕が少ないことが考えられ,

実施を困難にしていると思われる.妊娠中期

は尿失禁が発症しやすい時期であり,その頃

に妊婦体操の指導が行われることが多いた

め,尿失禁の予防･改善という点からもでき

るだけ早期に,骨盤底筋体操の実施指導をす

る必要があると考えられる.特に尿失禁を経

験している経産婦は, ｢子どもを生むために

は仕方がない｣ことと思いながらも, ｢恥ず

かしい｣, ｢不潔｣だと感じている.分娩経験

を重ねた経産婦は,中高年になってからも尿

失禁の有症率が高いといわれているため,特

に積極的な骨盤底筋体操の指導が必要と考え

られる.

まとめ

妊婦,樽婦の尿失禁に対する意識,行動は



妊婦･得婦の尿失禁に肘する意識と行動

以下のようであった.

①尿失禁は子どもを産むために仕方がないと

思っている.

(参経産婦で尿失禁がある人は差恥心が強く,

不潔だと思っている.

③尿失禁について相談する人は実母や夫が多

かったが,経産婦は医師に相談した人が増え

ていた.

④骨盤底筋体操を予防的に実施している人は

少なく,すでに尿失禁がある人が行ってい

た.

あわりに

女性の尿失禁は,妊娠･分娩と深く関わっ

ているが,妊婦や樽婦の問題意識は低く,積

極的な予防活動はなされていない.単に妊

娠･分娩にかかわる問題のひとつとしてだけ

ではなく,女性のQOL向上という観点から

も妊娠期･産婦期の医療者側の積極的な尿失

禁の保健予防活動が必要と考えられる.
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